
2022 年 11月 5日（土） 裏妙義 丁須の頭
メンバー：Ｌ谷内 野中 岩田（記録）

紅葉も盛りの秋の土曜日、裏妙義・丁須の頭に登りま
した。登り：御岳コース 下り：鍵沢コース
麻荢の滝自然公園駐車場に車を止め、御岳コースを
登る。吊橋を渡り、麻荢の滝を越えると尾根までの急登
開始。このルートはあまり登られていないのか、枯れ葉がタ
ップリなこともあり、いまいち分かりにくい。左手が開け下を見ると鉄道模型のレイアウトのような光景が。（写真
１）鉄道好きにはちょっと面白い。尾根筋まで出たところで鎖場に備えてヘルメットとハーネスを装着する。鼻曲が
り、産泰山と越え、御岳山頂へ。その間も岩場、鎖場多数。せっかくハーネスをつけたので、鎖場はセルフを取りな
がら登る。御岳からは丁須の頭が見えた。（写真２）
ところどころ分かりにくいルートを登り、丁須の頭のテラスへ。これまで御岳コースでは 1 パーティに出会ったのみだっ
たが、ここは人が多い。頭に 3名、肩で待っている人 2名。ひとまず順番待ち。待っている間にも続々と登山者が
到着する。
さあ、本日のメインイベント。丁須の頭へとりつく。念のため、ロープで確保し、鎖を頼りに登る。実際には少しスリ
リングなのは肩からのひと登りのややオーバーハング状の個所のみ。後はホールドもしっかりあり、登りやすい。頭にて
セルフを取って周りを見渡す。そこからの眺めは 360 度、表妙義、榛名山、浅間山・・・紅葉を伴った素晴らしい
山々が見放題。（写真３）下りは懸垂下降で。支点は鎖用のしっかりしたものがあり、安心して降りることができ
る。ここで自分は初めての空中懸垂下降。どうなることかと思ったが、とても気持ちよかった！（写真４）
テラスで大休止し証拠写真を撮って（写真５）、下山。下りは鍵沢コースを行くがこちらはさらに枯れ葉が多く、
道が分かりにくい。また、一枚岩の上に枯れ葉が積り滑りやすい箇所もあり。慎重に鎖も使用して下山。予定より
早く 12:00 駐車場着で山行終了。

写真１ 登山道から見た碓氷峠鉄道文化むら 写真２ 御岳からの丁須の頭
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写真３ 丁須の頭にて 写真４ 下りは空中懸垂下降（写真は野中さん）

写真５ テラスで証拠写真


